
地
公
退
第
四
三
回
定
期
総
会
開
催

　

地
公
退
は
二
〇
一
二
年
七
月
二
七
日
（
金
）
、
ホ
テ
ル
ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
第

四
三
回
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。

　

都
市
交
退
・
塩
田
忠
代
議
員
を
議
長
に
選
出
し
、
四
六
人
の
代
議
員
全
員
出

席
の
も
と
総
会
が
進
行
し
た
。

会
長
挨
拶

　

西
澤
会
長
は
出
席
者
と
来
賓
に
感
謝
し
つ
つ
次
の
よ
う
に
挨
拶
し
た
。

・
大
震
災
に
対
し
て
献
身
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
方
公
務
員
は
人
員
削
減
の

中
で
態
勢
作
り
に
苦
慮
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
ゆ
え
無
き
公
務
員

バ
ッ
シ
ン
グ
が
続
い
て
い
る
。
大
阪
市
政
の
独
裁
は
公
務
員
た
た
き
か
ら
開

始
さ
れ
て
い
る
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
民
主
主
義
を
守
る
た
た
か
い
を
。

・
三
年
前
の
政
権
交
代
を
熱
い
期
待
で
見
守
っ
て
き
た
が
、
現
状
は
失
望
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
都
議
選
・
参
議
院
選
・
総
選
挙
を
控
え
て
三
年
間
の
成
果
と

教
訓
を
総
括
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
必
ず
事
故
を
起
こ
す
オ
ス
プ
レ
イ
や
原
発
を

安
全
と
言
い
張
る
政
権
は
問
題
。
原
発
事
故

原
因
が
地
震
か
津
波
か
に
つ
い
て
、
い
ず
れ

が
再
稼
動
に
便
利
か
で
語
ら
れ
て
い
る
。
電

気
が
ほ
し
い
の
で
原
発
を
認
め
る
と
い
う
声

が
あ
る
が
、
本
当
に
必
要
な
電
気
で
あ
る
か

検
証
が
必
要
。

・
一
体
改
革
で
は
社
会
保
障
が
先
送
り
さ
れ
て

い
る
。
集
団
的
自
衛
権
を
唐
突
に
持
ち
出
す

こ
と
は
問
題
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
も
問
題
。
日
本
の
立

ち
位
置
が
問
わ
れ
る
。
公
務
員
退
職
者
と
し

て
国
の
進
路
を
国
民
に
示
す
任
務
を
果
た
そ

う
。

来
賓
挨
拶
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

＊
退
職
者
連
合
・
阿
部
会
長
挨
拶

・
「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
」
は
一
体
改
革
に
な
っ
て
い
な
い
不
満
が
あ
る
。

唐
突
に
物
価
ス
ラ
イ
ド
特
例
水
準
を
解
消
し
よ
う
と
す
る
一
方
、
公
的
年
金

控
除
等
は
復
元
せ
ず
放
置
。
高
齢
者
医
療
は
棚
上
げ
で
消
費
増
税
。
比
較
的

恵
ま
れ
た
階
層
は
と
も
か
く
低
額
年
金
の
み
で
生
活
す
る
多
く
の
人
は
ど
う

や
っ
て
生
活
す
る
の
か
。

・
与
党
は
高
齢
者
医
療
制
度
の
旗
は
お
ろ
し
て
い
な
い
と
い
う
が
、
そ
れ
な
ら

法
案
を
出
し
て
国
民
に
見
え
る
国
会
で
論
議
せ
よ
。
必
要
な
ら
公
開
で
妥
協

も
せ
よ
。
密
室
合
意
は
い
け
な
い
。
退
連
は
政
局
と
関
わ
り
な
く
実
現
を
目

指
す
。

・
原
発
に
反
対
す
る
行
動
が
継
続
拡
大
し
て
い
る
。
政
権
が
こ
れ
を
放
置
し
て

長
期
化
さ
せ
れ
ば
支
持
を
失
う
。
獲
得
し
た
政
権
を
短
い
時
間
で
使
い
潰
し

て
は
い
け
な
い
。
信
頼
回
復
努
力
を
し
て
長
く
政
権
を
維
持
し
改
革
の
実
を

あ
げ
る
こ
と
を
期
待
。

・
要
求
実
現
の
た
め
に
も
連
合
と
協
力
し
て
三
〇
〇
万
退
連
実
現
に
取
り
組
む
。

＊
藤
田
一
枝
民
主
党
衆
議
院
議
員
挨
拶

・
政
権
交
代
か
ら
三
年
、
期
待
か
ら
失
望
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
支
援
者

の
声
を
か
み
し
め
て
原
点
に
帰
る
。
し
か
し
、
経
済
低
迷
の
中
で
も
仕
事
を

し
て
三
年
間
で
あ
げ
た
成
果
も
あ
る
。
国
民
に
伝
え
き
れ
て
い
な
い
こ
と
を

反
省
。

・
原
発
・
日
米
同
盟
と
沖
縄
な
ど
大
き
な
課
題
で
は
成
果
が
不
十
分
、
こ
れ
ら

を
進
め
る
に
は
大
き
な
力
が
必
要
、
真
正
面
か
ら
取
り
組
む
。

・
一
体
改
革
は
三
党
合
意
の
内
容
で
参
議
院
に
移
り
審
議
中
。
参
院
で
法
案
を

通
す
た
め
に
は
全
て
の
課
題
で
与
野
党
合
意
が
不
可
欠
。
こ
れ
ま
で
一
〇

〇
％
で
な
い
が
、
低
所
得
者
に
対
す
る
給
付
、
子
育
て
支
援
な
ど
が
実
現
し
、

政
策
実
現
に
向
け
て
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
消
費
税
増
収
は
全
て
社
会
保
障

四
経
費
に
充
当
し
格
差
是
正
を
め
ざ
す
。
法
案
採
決
に
関
連
し
て
離
党
者
を

出
し
心
配
を
か
け
て
申
し
訳
な
い
。
再
生
に
向
け
て
与
党
の
任
務
を
再
確
認

す
る
。

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
は
党
内
で
脱
原
発
基
本
法
の
議
論
を
し
て
い
る
。

日
本
の
あ
り
よ
う
に
つ
な
が
る
課
題
と
し
て
原
発
依
存
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
の

道
筋
を
つ
け
る
た
め
の
答
え
を
出
し
た
い
。

・
今
後
一
年
政
治
の
季
節
を
迎
え
る
。
政
治
を
後
戻
り
さ
せ
な
い
よ
う
ご
支
援

を
。

＊
出
席
予
定
で
あ
っ
た
那
谷
屋
正
義
民
主
党
参
議
院
議
員
は
国
会
日
程
に
よ
り

参
加
で
き
ず
、
参
加
し
た
山
村
幸
雄
秘
書
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
し
た
。

＊
四
単
産
代
表
・
高
木
敏
雄
都
市
交
通
委
員
長
挨
拶

　

小
泉
政
権
に
よ
る
市
場
万
能
主
義
・
規
制
緩
和
に
よ
り
勤
労
者
の
四
割
が
年

収
三
〇
〇
万
円
に
満
た
な
い
非
正
規
労
働
者
に
な
り
、
格
差
社
会
と
な
っ
た
。

他
方
、
賃
金
抑
制
・
分
限
免
職
な
ど
公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
が
強
ま
っ
て
い
る
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
再
建
す
る
た
め
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
基
本
条
例
制
定
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
再
構
築
、
い
じ
め
の
無
い
教
育
現
場
作
り
な
ど
労
組
の
役
割
は
大

き
い
。
震
災
復
興
の
取
り
組
み
で
は
全
国
の
き
ず
な
が
再
構
築
さ
れ
た
。
国
公

の
退
職
金
引
き
下
げ
問
題
で
は
経
過
措
置
を
要
求
す
る
と
共
に
公
務
員
制
度
の

一
環
と
し
て
新
三
階
を
確
保
す
べ
く
取
り
組
む
。
大
阪
橋
下
市
長
の
労
組
バ
ッ

シ
ン
グ
を
許
さ
な
い
た
め
に
全
国
で
取
り
組
む
。

＊
武
藤
弘
道
都
労
連
委
員
長
挨
拶

　

震
災
と
原
発
事
故
・
放
射
能
汚
染
か
ら
二
回
目
の
夏
、
未
だ
二
七
万
人
が
仮

設
生
活
、
福
島
で
は
一
六
万
人
超
が
故
郷
を
追
わ
れ
て
い
る
。
政
府
は
原
因
を

明
ら
か
に
し
て
対
策
を
と
る
責
任
が
あ
る
。
労
組
は
な
す
べ
き
こ
と
を
な
す
。

自
治
体
の
人
件
費
削
減
が
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
て
い
る
。
現
地
は
極
限
状
況

で
あ
る
の
に
そ
れ
さ
え
バ
ッ
シ
ン
グ
し
て
い
る
。
事
実
に
向
き
合
い
公
共
サ
ー

ビ
ス
基
本
法
の
趣
旨
を
実
現
し
た
い
。
公
務
員
制
度
・
労
使
関
係
は
正
念
場
、

退
職
者
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
と
支
援
を
。
時
代
は
皆
さ
ん
の
活
躍
を
求
め
て
い

る
。

　

本
総
会
に
寄
せ
ら
れ
た
国
会
議
員
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
次
の
と
お
り
。

参
議
院
議
員

：

相
原
久
美
子
・
江
崎
孝
・
神
本
美
恵
子
・
輿
石
東
・
斎
藤
嘉
隆
・

武
内
則
男
・
辻
泰
弘
・
又
市
征
治
・
水
岡
俊
一

衆
議
院
議
員

：

石
毛
鍈
子
・
稲
見
哲
男
・
逢
坂
誠
二
・
桑
原
功
・
小
室
寿
明
・

齋
藤
勁
・
重
野
安
正
・
仙
谷
由
人
・
高
井
美
穂
・
玉
置
公
良
・

照
屋
寛
徳
・
仲
野
博
子
・
鉢
呂
吉
雄
・
皆
吉
稲
生
・
森
本
哲
生
・

横
路
孝
弘
・
吉
泉
秀
男
・
吉
川
政
重
・
若
井
康
彦

諸
報
告

　

経
過
報
告
、
会
計
報
告
、
会
計
監
査
報
告
は
質
疑
討
論
無
く
拍
手
承
認
さ
れ

た
。

議
　
案

　

運
動
方
針
案
に
つ
い
て
は
、
大
阪
市
か
ら
参
加
し
た
代
議
員
の
発
言
と
、
日
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退
連
代
議
員
の
介
護
基
盤
整
備
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
チ
ェ
ッ
ク
に
関
す
る
発
言

を
総
会
全
体
で
共
有
し
て
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
拍
手
で
決
定
さ

れ
た
。

＊
大
阪
市
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
の
発
言

・
昨
年
四
月
の
自
治
体
選
挙
で
府
・
市
議
会
と
も
大
阪
維
新
の
会
が
躍
進
、
秋

の
市
長
選
で
平
松
惜
敗
。
民
主
党
へ
の
失
望
・
既
成
政
党
へ
の
不
信
の
中
、

橋
下
の
「
敵
を
作
っ
て
叩
く
」
劇
場
型
選
挙
が
若
者
の
不
満
を
吸
収
し
た
。

・
当
選
後
、
「
府
市
統
合
本
部
設
置
」
「
水
道
病
院
大
学
府
市
一
体
運
用
」
「
市

営
交
通
民
営
化
」
「
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
切
り
下
げ
」
「
文
楽
協
会
補
助
金

等
の
文
化
関
係
費
削
減
」
を
次
々
に
打
ち
出
し
た
。
「
選
挙
に
勝
っ
た
こ
と

は
白
紙
委
任
を
受
け
た
こ
と
、
今
の
政
治
に
必
要
な
の
は
独
裁
」
と
嘯
い
て

い
る
が
、
橋
下
の
得
票
率
は
六
〇
％
に
も
満
た
な
い
。

・
公
務
員
組
合
を
の
さ
ば
ら
せ
な
い
、
と
し
て
「
庁
舎
か
ら
の
組
合
事
務
室
退

去
要
求
」
「
組
合
費
チ
ェ
ッ
ク
オ
フ
廃
止
」
「
政
治
活
動
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

「
刺
青
調
査
」
な
ど
不
当
労
働
行
為
・
人
権
無
視
の
攻
撃
を
し
て
い
る
こ
と

に
対
し
、
労
働
委
員
会
提
訴
・
訴
訟
を
含
め
反
撃
し
て
い
る
。

・
議
会
に
は
「
労
使
関
係
適
正
化
条
例
」
「
政
治
活
動
禁
止
条
例
」
「
日
の
丸
・

君
が
代
条
例
」
「
職
員
基
本
条
例
」
を
提
案
し
、
可
決
さ
れ
て
い
る
。
議
会

が
独
裁
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
な
い
。

・
正
当
な
労
働
組
合
運
動
を
既
得
権
益
集
団
と
し
て
印
象
付
け
、
社
会
的
格
差

へ
の
怒
り
の
捌
け
口
と
し
て
叩
く
手
法
に
メ
デ
ィ
ア
も
加
担
し
て
い
る
。

・
大
阪
高
退
連
は
集
会
・
デ
モ
で
行
動
し
て
い
る
。
「
反
橋
下
包
囲
網
」
の
構

築
に
ご
理
解
を
。

＊
予
算
案
・
役
員
改
選
は
質
疑
討
論
無
く
拍
手
決
定
さ
れ
、
退
任
す
る
荒
屋
副

会
長
、
竹
本
会
計
監
査
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
就
任
す
る
塩
田
副
会
長
、
大
井

会
計
監
査
が
紹
介
さ
れ
た
。

＊
「
高
齢
者
医
療
制
度
改
革
を
実
現
し
、
年
金
の
一
方
的
削
減
に
反
対
す
る
決

議
」
、
総
会
宣
言
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
満
場
一
致
採
択
さ
れ
た
。

　

最
後
に
西
澤
会
長
の
発
声
で
団
結
頑
張
ろ
う
を
三
唱
し
終
了
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
提
出

　

地
公
退
は
第
四
三
回
定
期
総
会
決
定
に
基
づ
き
、
内
閣
府
が
募
集
し
て
い
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
次
の
よ
う
に
意
見
を
提
出
し
た
。

　

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
地
方
分
権
を
進
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
型
社
会
構

造
・
生
活
構
造
を
変
革
し
、
需
要
に
あ
わ
せ
る
供
給
か
ら
供
給
に
あ
わ
せ
る
需

要
に
転
換
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
自
治
・
地
域
分
散
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
、
再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
開
発
・
普
及
を
進
め
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
を
図
る
こ
と
。

　

原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
を
徹
底
的
に
検
証
・
点
検
し
て
情
報
公
開
す
る
こ

と
。

　

原
発
に
依
存
し
な
い
社
会
を
め
ざ
し
、
新
た
な
原
発
は
建
設
し
な
い
こ
と
。

休
止
し
た
炉
は
原
則
的
に
再
稼
動
せ
ず
計
画
的
に
廃
炉
と
す
る
こ
と
。
原
発
の

設
置
・
稼
動
に
関
す
る
検
討
は
事
故
時
に
影
響
を
受
け
る
可
能
性
の
あ
る
全
て

の
自
治
体
を
当
事
者
と
す
る
こ
と
。
」

　

地
公
退
、
特
別
決
議
を

小
宮
山
洋
子
厚
生
労
働
大
臣
に
送
付　

高
齢
者
医
療
制
度
改
革
を
実
現
し
、
年
金
の
一
方
的
削
減
に
反
対
す
る
決
議

　

私
達
は
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
の
廃
止
と
、
代
わ
る
べ
き
新
制
度
の
創

設
を
要
求
し
て
き
た
。
こ
の
要
求
を
共
有
す
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
掲
げ
た
新
政

権
は
、
高
齢
者
医
療
制
度
改
革
会
議
で
関
係
者
と
協
議
し
、
小
さ
な
歩
幅
で
は

あ
る
が
改
革
の
方
向
を
ま
と
め
た
。
高
齢
者
差
別
医
療
を
導
く
診
療
報
酬
は
先

行
し
て
是
正
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
関
係
者
の
合
意
形
成
に
至
ら
な
い
こ

と
を
理
由
に
法
案
は
提
出
さ
れ
ず
、
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
法
を
め
ぐ
る

「
民
主
・
自
民
・
公
明
三
党
合
意
」
で
は
、
近
く
設
置
す
る
「
社
会
保
障
制
度

改
革
国
民
会
議
」
に
検
討
を
委
ね
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

七
五
歳
以
上
だ
け
の
被
保
険
者
集
団
は
保
険
原
理
に
反
す
る
。
国
民
健
康
保

険
の
財
政
運
営
単
位
を
市
町
村
の
ま
ま
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
現
役

に
よ
る
高
齢
者
医
療
支
援
金
拠
出
は
定
額
で
な
く
応
能
負
担
で
あ
る
べ
き
で
あ

る
。

　

私
達
は
、
高
齢
者
医
療
制
度
改
革
の
第
一
歩
と
し
て
速
や
か
に
改
革
会
議
ま

と
め
に
基
づ
く
法
改
正
を
実
現
す
る
よ
う
主
張
す
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止
、
新
制
度
実
現
！

　

私
達
に
と
っ
て
年
金
は
文
字
通
り
生
活
の
基
盤
で
あ
る
。

　

受
給
者
と
し
て
「
一
体
改
革
」
の
一
環
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
物
価
ス
ラ

イ
ド
特
例
措
置
の
解
消
に
よ
る
年
金
減
額
は
承
服
で
き
な
い
。

　

私
達
は
、
年
金
が
そ
の
基
盤
で
あ
る
社
会
・
経
済
に
対
応
す
る
こ
と
、
年
金

の
本
来
水
準
と
実
支
給
額
の
乖
離
を
解
消
す
べ
き
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
特
例
措
置
が
国
会
の
全
会
派
一
致
で
維
持
さ
れ
て

き
た
経
過
に
照
ら
せ
ば
、
そ
の
解
消
は
物
価
上
昇
時
に
相
殺
す
る
方
法
を
維
持

す
べ
き
で
あ
る
。

　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
明
記
し
た
「
個
人
所
得
税
の
公
的
年
金
控
除
、
老
年
者
控

除
復
元
」
を
実
現
す
る
こ
と
な
く
、
経
緯
を
無
視
し
た
年
金
減
額
を
唐
突
に
強

行
す
る
の
は
信
義
に
反
す
る
。

　

私
達
は
、
デ
フ
レ
脱
却
・
低
賃
金
労
働
者
解
消
・
少
子
対
策
の
政
策
を
展
開

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
年
金
制
度
を
安
定
さ
せ
、
適
切
な
所
得
代
替
率
を
維
持
す

る
こ
と
を
主
張
す
る
。

　

一
方
的
年
金
減
額
反
対
！

　
　
　

右
決
議
す
る
。

二
〇
一
二
年
七
月
二
七
日

地
方
公
務
員
退
職
者
協
議
会
第
四
三
回
定
期
総
会

一
体
改
革
法
案
審
議
状
況

　

第
一
八
〇
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
一
体
改
革
法
案
（
雇
用
・
子
育
て
関
連

を
除
く
）
は
八
月
二
二
日
現
在
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

＊
法
案
番
号
二
六

：

①
物
価
ス
ラ
イ
ド
特
例
措
置
解
消
（
年
金
額
を
三
年
間
で

二
・
五
％
削
減
）
と
、
②
基
礎
年
金
二
分
の
一
国
庫
負
担
の
た
め
の
交
付
国

債
等
を
内
容
と
す
る
「
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
」
は
、
三
党
合
意
に
よ
り
七
月
三
一
日
に
、
②
の
国
債

の
性
格
を
変
更
し
て
別
の
法
律
に
移
し
、
①
を
中
心
と
す
る
よ
う
衆
議
院
に

修
正
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
実
質
審
議
に
入
っ
て
い
な
い
。
こ
の
ま
ま
成
立

が
遅
れ
れ
ば
、
政
府
が
目
論
ん
だ
「
今
年
一
二
月
か
ら
〇
・
九
％
減
額
」
は

実
現
し
な
い
。

＊
法
案
番
号
三
三

：

い
わ
ゆ
る
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
」
で
あ
る
「
行
政
手
続
に

お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
案
」
は
、
実
質
審
議
に

入
っ
て
い
な
い
。

＊
法
案
番
号
七
二

：

消
費
増
税
を
内
容
と
す
る
「
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確

保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
を
行
う
た
め
の
消
費
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
等
の
法
律
案
」
は
八
月
十
日
に
参
議
院
で
可
決
し
て
成
立
。
た
だ
、

低
所
得
対
策
な
ど
は
年
末
の
税
制
調
査
会
検
討
に
先
送
り
さ
れ
て
い
る
。

＊
法
案
番
号
七
四

：

①
年
金
受
給
資
格
期
間
短
縮
、
②
短
時
間
労
働
者
の
社
会

保
険
加
入
拡
大
、
③
低
年
金
者
へ
の
年
金
加
算
、
④
高
所
得
者
の
基
礎
年
金

額
の
減
額
等
を
内
容
と
す
る
「
公
的
年
金
制
度
の
財
政
基
盤
及
び
最
低
保
障

機
能
の
強
化
等
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
は

三
党
合
意
で
変
更
・
別
扱
い
と
な
っ
た
部
分
を
除
き
八
月
一
〇
日
に
参
議
院

で
可
決
し
て
成
立
。＜

②

：

原
案
よ
り
縮
小
、
③

：

年
金
加
算
を
や
め
て
支

援
給
付
金
に
変
更
・
後
記
法
律
番
号
八
三
番
に
、
④

：

高
所
得
者
年
金
額
減

額
は
原
案
か
ら
削
り
検
討
事
項
に＞

＊
法
案
番
号
七
八

：

「
被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め
の
厚
生
年

金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
は
八
月
一
〇
日
に
原
案
通
り
参

議
院
で
可
決
し
て
成
立
。

＊
法
案
番
号
八
三

：

三
党
合
意
に
よ
り
低
所
得
者
に
対
す
る
年
金
額
加
算
を
削

り
、
代
わ
り
に
税
に
よ
る
給
付
金
を
新
設
す
る
「
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

の
支
給
に
関
す
る
法
律
案
」
が
七
月
三
一
日
に
衆
議
院
に
提
出
さ
れ
た
が
、

実
質
審
議
に
入
っ
て
い
な
い
。


